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(57)【要約】
【課題】　部品の単純化および部品の十分な固定を達成
することを可能にする二段式箸を提供する。
【解決手段】　二段式箸は、上段部１、下段部２および
位置制限ユニット３を備える。上段部１は、内部に収納
空間１１を有し、上段部１の末端１２に近い外側壁に環
状の連結部１３を有する。連結部１３は収納空間１１へ
と連続する穿孔１４を少なくとも一つ有する。下段部２
は、先端２６に近い部位に環状の突出部２３を有し、突
出部２３と先端２６の間に連結段２１を有し、突出部２
３と末端２７の間に握り部２２を有する。連結段２１は
突出部２３に近い部位に第一制止部２４を有し、握り部
２２は突出部２３に近い部位に第二制止部２５を有する
。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上段部、下段部および位置制限ユニットを備える二段式箸であって、
　前記上段部は、内部に収納空間を有し、
　前記上段部は、末端に近い外側壁に環状の連結部を有し、前記連結部は前記収納空間へ
と連続する穿孔を少なくとも一つ有し、
　前記下段部は、先端に近い部位に環状の突出部を有し、前記突出部と前記先端の間に連
結段を有し、前記突出部と末端の間に握り部を有し、前記連結段は前記突出部に近い部位
に第一制止部を有し、前記握り部は前記突出部に近い部位に第二制止部を有し、
　前記位置制限ユニットは、上端と下端が前記連結部に嵌合される開放端であり、前記位
置制限ユニットは、弾性のある係止固定部を少なくとも一つ有し、
　前記係止固定部は前記穿孔を貫通し、前記収納空間に突出し、
　前記連結段が前記収納空間に差し込まれれば、前記係止固定部が前記第一制止部を係止
し、前記握り部が前記収納空間に差し込まれれば、前記係止固定部が前記第二制止部を係
止することを特徴とする二段式箸。
【請求項２】
　前記係止固定部は、上部位と下部位のうちの少なくとも一つが前記位置制限ユニットに
連接されることを特徴とする請求項１に記載の二段式箸。
【請求項３】
　前記上段部は、先端に近い部位に少なくとも一つの突出部を有し、前記突出部はキャッ
プの係止部を係止し、前記キャップは先端に少なくとも一つの突出部を有することを特徴
とする請求項１に記載の二段式箸。
【請求項４】
　前記係止固定部の厚さは、前記位置制限ユニットの厚さより小さいことを特徴とする請
求項１に記載の二段式箸。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は構造が改良された二段式箸、詳しく言えば部品の単純化及び製作の容易化を可
能にする二段式箸に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　図８に示すのは、特許文献１により開示される従来の二段式箸４である。使用の際、下
段部４２に装着された結合部４１によって下段部４２と上段部４３を組み立てれば該二段
式箸４を使用することが可能である。そのうちの結合部４１は、結合本体４１１および係
止部４１２を有する。係止部４１２は、弾性ユニット４１３、制止ユニット４１４および
収納筒４１５を有する。収納の際、下段部４２を反対にして上段部４３に差し込み、かつ
キャップ４４のクリップ４４１によって挟めば、二段式箸４を収納することが可能である
。
　しかしながら、当該二段式箸４は部品が多過ぎるため、製造コストが高くつくだけでな
く、組み立てに時間がかかる。
【０００３】
　図９に示すように、特許文献２により開示される別の従来の二段式箸５は、上段部５１
と下段部５２から構成される。そのうち下段部５２は連結段５２１にボール５３を有し、
ボール５３は、スプリング５４と固定部５５によって収容室５２２に装着される。使用の
際、下段部５２のボール５３を上段部５１の穿孔５１１に嵌め込めば、二段式箸５を使用
することが可能である。収納の際、下段部５２を抜き出し、そののち下段部５２を上段部
５１の先端の収納室５１２に差し込めば、二段式箸５を収納することが可能である。
　しかしながら、当該二段式箸５は、部品が少なくないだけでなく、製造過程においてボ
ール５３、収容室５２２または穿孔５１１のうちの一つに加工欠陥が発生すると、係止が



(3) JP 2010-88484 A 2010.4.22

10

20

30

40

50

できなくなり、使用が困難になるため、改善の余地がある。
【０００４】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００８／０１８５８５３号明細書
【特許文献２】米国特許第７３４１２９３号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の主な目的は、前記問題を解決するため、上段部の末端に位置制限ユニットを設
けることによって部品の単純化および下段部の固定を達成することを可能にする二段式箸
を提供することである。従って、従来の技術と比べて、本発明はより優れている。
　本発明のもう一つの目的は、高規格の加工精度を必要とせず上段部と下段部の安定およ
び連結を達成することが可能なだけでなく、部品の加工を簡単化することによって製造工
程の所要時間を短縮する二段式箸を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述の目的を達成するために、本発明による二段式箸は、上段部、下段部および位置制
限ユニットを備える。
　上段部は、内部に収納空間を有し、上段部の末端に近い外側壁に環状の連結部を有する
。連結部は収納空間へと連続する穿孔を少なくとも一つ有する。
　下段部は、先端に近い部位に環状の突出部を有し、突出部と先端の間に連結段を有し、
突出部と末端の間に握り部を有する。連結段は突出部に近い部位に第一制止部を有し、握
り部は突出部に近い部位に第二制止部を有する。
　位置制限ユニットは、上端と下端が連結部に嵌合される開放端である。位置制限ユニッ
トは、弾性のある係止固定部を少なくとも一つ有し、係止固定部は穿孔を貫通し、収納空
間に突出する。
　そのうち連結段が収納空間に差し込まれれば係止固定部が第一制止部を係止し、握り部
が収納空間に差し込まれれば係止固定部が第二制止部を係止する。
　係止固定部は、上端と下端のうちの少なくとも一つが位置制限ユニットに連接される。
　上段部は、先端に近い部位に少なくとも一つの突出部を有し、突出部はキャップの係止
部を係止し、キャップは先端に少なくとも一つの突出部を有する。
　位置制限ユニットの厚さは係止固定部の厚さより大きい。位置制限ユニットは上端の幅
が下端の幅より大きい。位置制限ユニットは下端に環状の湾曲部を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　図１から図７に示すのは、本発明の実施形態の構造を説明するための例であるため、こ
の実施形態に請求範囲が制限されるものではない。
（第１実施形態）
　図１から図３に示すように、本発明の第１実施形態による二段式箸は、上段部１、下段
部２および位置制限ユニット３を備える。第１実施形態では、上段部１、下段部２および
位置制限ユニット３の横断面は方形を呈し、管の直径は上から下へいくにつれて縮まって
いる。
【０００８】
　上段部１は、内部に下段部２の収納に用いる収納空間１１を有する。上段部１は、末端
１２に近い外側壁が上段部１より薄くなるように凹んで形成した環状の連結部１３を有す
る。連結部１３は相対両側に収納空間１１へと連続する穿孔１４を別々に有する。
【０００９】
　下段部２は、先端２６と末端２７を有する。下段部２は、先端２６に近い部位に環状の
突出部２３を有し、突出部２３と先端２６の間に連結段２１を有し、突出部２３と末端２
７の間に握り部２２を有する。突出部２３は連結段２１または握り部２２を上段部１の収
納空間１１に差し込む際の深さを制御可能である。連結段２１は突出部２３に近い部位に



(4) JP 2010-88484 A 2010.4.22

10

20

30

40

50

第一制止部２４を有し、握り部２２は突出部２３に近い部位に第二制止部２５を有する。
【００１０】
　位置制限ユニット３は、環状を呈し、上端３１１および下端３１２が上段部１の末端１
２の連結部１３に嵌合される開放端である。位置制限ユニット３は、下端３１２から内部
に伸びていく環状の湾曲部３１６を有する。位置制限ユニット３は相対両側に弾性のある
係止固定部３１を別々に有する。係止固定部３１は、上段部１の穿孔１４を貫通し、上段
部１の収納空間１１に突出することにより、下段部２の第一制止部２４または第二制止部
２５を係止し、下段部２をしっかり固定することが可能である。
【００１１】
　上段部１の末端１２において上から下へしだいに縮まる連結部１３に対応するため、位
置制限ユニット３の上端３１１の最大幅Ｗ１は下端３１２の最大幅Ｗ２より大きい。連結
部１３は陥没状を呈するため、位置制限ユニット３を連結部１３に被せることによって使
用際の不快感を避けることが可能である。
【００１２】
　位置制限ユニット３の係止固定部３１は、中央位置に照準を合わせて下向きに傾斜する
上部位３１３と、上部位３１３に反して傾斜する下部位３１４と、上部位３１３と下部位
３１４を連接する中部位３１５とを有する。第１実施形態では、上部位３１３および下部
位３１４は位置制限ユニット３に連接される。
【００１３】
　第１実施形態では、位置制限ユニット３はステンレスをスタンピングすることによって
成形されたため、延展性を有する。位置制限ユニット３の係止固定部３１の厚さＴ２、即
ち上部位３１３、下部位３１４および中部位３１５の厚さＴ２は位置制限ユニット３の厚
さＴ１より小さい。
【００１４】
　上段部１は、先端に近い部位に少なくとも一つの突出部１５を有し、突出部１５はキャ
ップ１６の係止部１７を係止する。キャップ１６を容易に引き抜くため、キャップ１６は
先端に少なくとも一つの突出部１８を有する。
【００１５】
　図４に示すように、使用の際、下段部２の連結段２１を上段部１の収納空間１１に差し
込む。このとき下段部２の突出部２３は握り部２２を入り込ませないように阻止し、第一
段階の固定を完了させる。続いて位置制限ユニット３の上の収納空間１１に突出する係止
固定部３１によって連結段２１の第一制止部２４をしっかり連結し、第二段階の固定を完
了させる。このとき上段部１と下段部２はしっかり連結されるため、二段式箸を使用する
ことが可能である。
【００１６】
　図５に示すように、収納の際、上段部１の収納空間１１から下段部２の連結段２１を抜
き出し、続いて下段部２を回して握り部２２を収容空間１１に差し込む。このとき突出部
２３は下段部２２全体が収納空間１１に入り込むことを阻止し、係止固定部３１は握り部
２２の第二制止部２５を係止し、第二段階の連結及び固定を完了させることによって体積
を減少させ、収納および携帯の便を図ることが可能である。
【００１７】
　手入れの際、上段部１の末端から下段部２を抜き出すと部品を清潔にすることが可能で
ある。続いて上段部１の先端からキャップ１６を引き抜くと上段部１の内部を清潔にする
ことが可能である。
【００１８】
（第２実施形態）
　図６に示すのは本発明の第２実施形態である。第２実施形態では、位置制限ユニット３
は、一側のみに穿孔１４を貫通する湾曲状の係止固定部３１を有する。係止固定部３１に
よって第一制止部２４を係止すれば、二段式箸を使用することが可能である。逆に下段部
２を回して係止固定部３１によって第二制止部２５を係止すれば、下段部２を上段部１内
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【００１９】
（第３実施形態）
　図７に示すのは本発明の第３実施形態である。第３実施形態では、下部位３１４が位置
制限ユニット３に連接されなくても、上部位３１３が依然として位置制限ユニット３に連
接されるため、係止固定部３１は第一制止部２４または第二制止部２５を係止することが
可能である。
【００２０】
　或いは、上部位３１３が位置制限ユニット３に連接されなくても、下部位３１４が位置
制限ユニット３に連接されさえすれば、係止固定部３１は第一制止部２４または第二制止
部２５を係止し、上段部１と下段部２を固定することが可能であるため、二段式箸を使用
または収納することが可能となる。
【００２１】
（発明の効果）
　前記説明のとおり、本発明による二段式箸は、単純な位置制限ユニット、上段部および
下段部から構成され、かつ加工精度を適切に下げるという製造条件下で上段部と下段部の
連結及び固定による使用および収納効果を達成することが可能であるため、量産効率を向
上させることが著しくなる。本発明は体積が小さい、携帯に便利である、手入が容易であ
る、使用の際に組み立てと取り外しを簡単かつ迅速に行うことができるなどの長所がある
。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第１実施形態による二段式箸の構造を示す立体分解図である。
【図２】本発明の第１実施形態による二段式箸の構造を示す立体図である。
【図３】本発明の第１実施形態による二段式箸の位置制限ユニットを示す断面図である。
【図４】本発明の第１実施形態による二段式箸の使用状態を示す断面図である。
【図５】本発明の第１実施形態による二段式箸の収納状態を示す断面図である。
【図６】本発明の第２実施形態による二段式箸を示す断面図である。
【図７】本発明の第３実施形態による二段式箸を示す断面図である。
【図８】従来の二段式箸の構造を示す模式図である。
【図９】別の従来の二段式箸の構造を示す模式図である。
【符号の説明】
【００２３】
（従来の部分）
４：二段式箸、　４１：結合部、　４１１：結合本体、　４１２：係止部、　４１３：弾
性ユニット、　４１４：制止ユニット、　４１５：収納筒、　４２：下段部、　４３：上
段部、　４４：キャップ、　４４１：クリップ、　５：二段式箸、　５１：上段部、　５
１１：穿孔、　５１２：収納室、　５２：下段部、　５２１：連結段、　５２２：収容室
、　５３：ボール、　５４：スプリング、　５５：固定部
（本発明の部分）
１：上段部、　１１：収納空間、　１２：　末端、　１３：連結部、　１４：穿孔、　１
５：突出部、　１６：キャップ、　１７：係止部、　１８：突出部、　２：下段部、　２
１：連結段、　２２：握り部、　２３：突出部、　２４：第一制止部、　２５：第二制止
部、　２６：先端、　２７：末端、　３：位置制限ユニット、　３１：係止固定部、　３
１１：上端、　３１２：下端、　３１３：上部位、　３１４：下部位、　３１５：中部位
、　３１６：湾曲部、　Ｗ１：幅、　Ｗ２：幅、　Ｔ１：厚さ、　Ｔ２：厚さ
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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